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A であるから、ケーリー・ハミルトンの定理より EAA 22   
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(2) 

3回とも同じ得点である場合が n通り。 

1回目と 2回目、または 2回目と 3回目が同じ得点である場合が )1(2 2  nnCn 通り。 

3回とも異なる得点である場合が
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すべての得点の出し方は 3n 通りであるから、求める確率は 
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tan2x とおくと 
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  ……(答) 

 

(2) 

n段昇る昇り方の総数を na と表す。 

最初の 1歩で 1段昇ったとき、その後の昇り方の総数は 1na 通り。 

最初の 1歩で 2段昇ったとき、次の 1歩は 1段しか昇れないから、その後の昇り方の総数は 3na 通り。 

漸化式 31   nnn aaa が成り立つから 

 

3,2,1 321  aaa より 

 4134  aaa  6245  aaa  9356  aaa  13467  aaa  19578  aaa  

 28689  aaa  417910  aaa  6081011  aaa  8891112  aaa  

 129101213  aaa  189111314  aaa  277121415  aaa  

 

したがって 277 通り ……(答) 


